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敦賀発電所敷地内破砕帯の調査に関する有識者会合 第 2回追加調査評価会合における 

当社提出資料の取扱い等に関する事実関係について 

 

本日開催された原子力規制委員会の「敦賀発電所敷地内破砕帯の調査に関する有識者

会合 第 2回追加調査評価会合」において、当社が 6月 20日に提出した最新データを含

む資料が正式資料として取り扱われなかった件等について、原子力規制庁より言及があ

りましたが、本件に関する事実関係は以下の通りです。 

 

【事実関係】 

１．本日の会合において、原子力規制庁の原子力規制部長から「前回の会合で（中略）、

今回の会合で使う資料については、事前に有識者の先生方に良く検討して頂くた

めに、1 週間前にお届けしたいと、そのように手配頂きたいと、こういうお話を

させて頂いたと思います」との発言がありましたが、4月 14日の追加調査評価会

合において、「1週間前」との指示はありません。 

            …資料１  

 

２．指摘された資料については、原子力規制庁との面談等を踏まえ準備してきたもの

です。6 月 16 日に事前提出した資料（本日の正式資料）は、「案でも良い」との

原子力規制庁の指示に基づき提出していたものであり、資料表紙にも「本資料は

6 月 16 日時点の資料であり、一部変更する場合もあり得る」と記載しています。

原子力規制庁からは、最終版資料については、前日である 20 日 17 時までに提出

することでご了解を得ていました。 

              …資料２ 

 

３．説明者として専門家の方々に同席頂くことについては、原子力規制庁の定例ブリ

ーフィング（平成 26年 3月 28日）において、「事業者の方が専門家を連れてきて

いただくのも従来からあるものですので（中略）引き続きそのやり方をとってい

きたい」と発言されており、当社として何ら問題ないと考えています。 

…資料３ 
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